
安全保障貿易管理システム導⼊前の課題

導⼊効果

法令改正対応の効率化
法令改正があった場合でも、Ｓ･安貿で最新デー
タを確認可能となり、確認作業にかかる⼯数を⼤
幅に削減。

将来のシステム連携基盤を整備

今後の拡張性を確保し、受発注システム等との 
連携に向けた道筋をつけた

 ⾃社開発システムの限界
⾃社開発システムに拡張性がなく、他システムとの連携が困難な状態が続いていた。

 属⼈化によるリスクへの懸念
法令改正情報や受発注管理システムの確認が属⼈的であり、ヒューマンエラーによる輸出管理違反リス
クが懸念されていた。

 適切かつ効率的な運⽤体制の構築
より体系的に輸出管理業務を⾏うため、外部パッケージシステムを導⼊し、より適切かつ効率的な 
運⽤体制の構築を目指していた。
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業種
非鉄⾦属製品製造業

URL
https://www.mmc.co.jp/

事業概要
・マテリアル領域 ︓銅・⾦・銀・鉛・錫・パラジウム等の製錬、資源循環、

伸銅品の製造・販売、タングステン事業
・プロダクト領域 ︓超硬製品、⾼機能製品の製造・販売
・再生可能エネルギー事業 ︓地熱・⽔⼒・太陽光発電等
・資源事業 ︓鉱⼭プロジェクトへの投資・参画

売上⾼（連結）
1,844,053百万円 (2026年3月期)

従業員数（連結）
17,591⼈

※2026年3月末現在



| 安全保障貿易管理システム「Ｓ･安貿」導⼊事例 Interview

中村 陸 様
ビジネストランスフォーメーション室
業務プロセス変⾰推進グループ 
※導⼊当時

森 望美 様
法務・コンプライアンス部
法務室 
※導⼊当時

 現場の負荷軽減と法令遵守の両⽴を目指し 
システム導⼊を推進 

S・安貿 インタビュー

Q. 皆様の組織・部門と役割について教えてください。

A. （森） 全社の輸出管理委員会事務局を担当しています。輸出管理内部規程の改廃、法令改正等の社内周知、従業員教育、各組織の業務⽀援な
どを⾏っています。

（中村） 全社の業務プロセスを最適化する役割を担っています。ITツールも活⽤し全体最適で変⾰を推進し、現場の負荷軽減だけでなく、意
思決定のスピード向上と事業競争⼒の強化に貢献しています。

Q. 安全保障貿易管理システムを導⼊しようと思ったきっかけを教えてください。

A.
これまで⾃社開発の輸出管理システムを利⽤してきましたが、拡張性がなく、法令改正への対応等が属⼈的なプロセスとなっているこ
とに課題を感じていました。そこで、より体系的に輸出管理業務を⾏うため、社外のパッケージシステムの導⼊検討を開始しました。

Q. 導⼊前の課題について、3つ以上教えてください。

A. 拡張性不⾜

⾃社開発システムに拡張性がない

法令違反リスク

確認作業の負荷および確認漏れへの懸念

システム未連携

受発注システムと未連携によるリスク

Q. S･安貿をご採⽤いただいた選定ポイントは何でしたか。

A. 他社システムと⽐較する中で、S･安貿は当社の輸出状況に近い想定で設計されている点が好印象でした。また、実務に応じたカスタマイズ機
能を柔軟に設けることができ、導⼊後も状況変化に応じて安定運⽤できると判断しました。

写真左 写真右

本社受付

Copyright © SIC Tech All Rights Reserved.

本社外観
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Q. システムの導⼊効果を教えてください。

A. 従来は⼤きな負担となっていた法令改正対応が⼤幅に効率化され、確認作業にかかる⼯数を着実に削減できました。

⼯数削減 拡張性確保 

また、今後の拡張性を確保したことで、受発注システムとの連携以外にも、更なる業務効率化に向けたシステム連携の可能性が広がりました。

Q. お気に⼊りの機能、または期待以上に効率化が図れた機能はありましたか。

A.  外国ユーザーリストや懸念顧客情報との⾃動照合機能 

従来は担当者が個別に確認していたため時間と⼿間を要していましたが、この⾃動照合により⼯数削減に⼤きく寄与しています。さら
に、新たに懸念顧客が追加された際にメールで通知する機能もあり、最新情報の把握が容易になり、確認漏れによる法令違反リスクの
低減にもつながっています。

Q. エンドユーザー様の反応はいかがでしょうか。

A. 導⼊して間もないため利⽤者全体の反応はまだ把握しきれていませんが、操作の分かりやすさや処理スピードの速さは⾼評価だと感じていま
す。また、該非判定・顧客審査・取引審査・出荷といった各機能が体系的に整理され、法令対応や審査プロセスを⼀元管理できる点について
も好意的な意⾒が多くあります。

Q. 導⼊中に苦労された点はありますか。

A.
S･安貿の標準機能に合わせて業務フローを⼤幅に⾒直すため、社内調整は時間をかけて丁寧に⾏いました。結果的に当初想定よりカ
スタマイズ機能が増えましたが、意図を丁寧に汲み取り、実現⽅法を最⼤限提案いただけたことに感謝しています。

Q. 同様の課題をお持ちのお客様へメッセージをお願いします。

A.

Q. 今後S･安貿およびSICテックに期待されることは何でしょうか。

A. ⽇頃より、問い合わせや保守依頼に迅速かつ的確に対応いただいており感謝しています。輸出管理は、⽶国や中国の輸出規制強化や経済安全
保障の観点からも、今後ますます重要になると感じています。こうした対応に関するソリューション提案にも期待しています。

⾃社開発システムを利⽤する中で、法令改正対応の負荷やシステム拡張性の限界といった課題を抱えていましたが、S･安貿の導⼊によ
り業務効率化が⼤きく進みました。同様の課題をお持ちの企業様にとっても、確かな改善につながる選択肢になると感じています。

安全保障貿易管理システム「Ｓ･安貿」導⼊事例

お問い合わせ・資料請求

株式会社SICテック 安全保障貿易管理システム「S･安貿」

03-6451-8951（受付︓平⽇10:00〜17:00）

h-iizuka@sic-group.jp （担当︓飯塚） 〒140-0014 東京都品川区⼤井⼀丁目47-1 NTビル14階

https://s-anbou.com/

■中村様、森様、ご回答いただき、誠に有難うございました。
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